
①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９- ２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

　水上交通の華やかなりし昭和 20 ～
30 年代、かつて京橋（岡山市）にあっ
た港を起点に日生港（備前市）に向か
う旅客船の航路がありました。
　白い船体の優美な木造客船は、途中
牛窓や虫明の港も経由して、多くの
人々や物資を乗せて活躍していました。
　画家橘高健三さん（岡山市）は、そんな古き良き時代の「白いヒーロー
たち」の雄姿を水彩画で再現し１冊の本にまとめました。
　水彩画のスケッチ集は、道の駅黒井山グリーンパークゆうゆう交流館
でも販売しています。興味のある人は、お立ち寄りください。
■問い合わせ先
　道の駅黒井山グリーンパークゆうゆう交流館
　☎０８６９-２５ - ０８９１

牛窓でも建造され、大活躍した木造旅客船のスケッチ集
「白いヒーローたち」

　後楽園では、秋の恒例行事「後楽能」を開催します。
　岡山藩主池田綱政も好んだとされる後楽園能舞台での能楽鑑賞です。
　謡
うたい

と囃
は や し

子と舞が編み出す幽玄の世界を、どうぞご堪能ください。
▷日時　11 月３日（木・祝）　正午～午後４時
▷開園時間　午前８時～午後５時（入園は午後４時 45 分まで）　
▷場所　後楽園能舞台
▷内容　観世喜正氏らが「舎

し ゃ り

利」などを上演
▷鑑賞券（入園券付き）　前売 5,000 円　当日 6,000 円
■問い合わせ先
　岡山後楽園
　☎０８６-２７２ - １１４８

能楽に親しんでみませんか
第 41回後楽能
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はつ丸（牛窓港）


